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研究成果の概要（和文）：競合する３施設の配置に関する研究を行った。競合する２施設の配置

に関しては多くの研究が存在するが、３施設に関しては既に１施設が存在する場合に新たに競

合する２施設が参入してくるような場合は考えられていたが、そのような問題は本質的には２

施設の決定問題であった。そこで、本研究では３施設すべての配置を決定するモデルを考えた。

研究成果は Computers & Industrial Engineering (SCI Journals の１つ)に投稿し掲載された。

本研究にさらに消費者の購買行動における判断基準に確率的変動する要素を入れることの検討

を続けていく。 

 
研究成果の概要（英文）：We have studied competitive location policy for three facilities. 
On the location of mutually competitive facilities there are many researches for two 
facilities. For three competitive facilities there are some papers in which one facility 
has already located and other two facilities will enter in this market. This model is 
essentially competitive facility location problem for two facilities. Therefore we 
considered the competitive facility location problem for all three facilities. Our 
research has already published in Computers & Industrial Engineering (one of SCI Journals). 
We will extend this research to stochastic model on decision of consumers behavior 
hereafter. 
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１．研究開始当初の背景 
 現代の社会は人間の行動が多様化してお
り、人によって判断基準もまちまちである。
施設配置においても生活環境や、これまでの
過去の経験によって、どの施設を利用するか

は異なるものである。競合関係にある施設で
はそれぞれの特徴があり、またそれらの特徴
もより多くの顧客を獲得するために考え出
されたものである。消費行動には各個人にと
っても確定したものでなく、多少なりとも決
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断にはゆらぎがあり、不確実なものと考える
ことが妥当であると思われる。これまで塩出
は不確実状況下における２設の競合施設配
置問題を研究しており、特に確率制約条件の
もとでのネットワーク上の競合配置問題や、
２段階定式化による競合配置問題を考え発
表してきた。いわゆる競合する２施設のオー
ソドックスな確率計画法による定式化と最
適解を求める解法の研究を行ってきた。また、
台湾と日本との地理的な類似点などを考慮
して配置の検討も台湾成功大学都市計画系
の葉光毅教授と行ってきた。これらの過去に
行ってきた研究等を基盤として、さらに多様
な判断基準における不確実性も考慮に入れ
た、現実の複雑な問題へのアプローチを考え
る。 
 
２．研究の目的 
 これまで塩出が考えてきた確率的な競合
配置問題に、これまでの競合配置問題ではほ
とんど考えて来られなかった消費者の消費
行動の多様性を導入することを目的とする。
現実に消費者の消費行動に関する調査を行
い、調査データを基にした多様な判断基準の
分布を考え、消費者の購買行動における不確
実性も考慮に入れたモデル設定の必要性、妥
当性も検討する。これらの研究は確率的競合
配置問題に関する塩出の研究を拡張するも
のであり、研究の目的としては妥当なもので
あると思われる。さらに、台湾や韓国の消費
者の購買行動も調査して日本の消費者との
違いも考慮してモデルに取り入れることも
検討する。 
 
３．研究の方法 
 消費者の消費行動については様々な調査
に基づくデータから分析することにより適
切な分布を導く、この分布に基づいた確率計
画モデルを考える。また、台湾や韓国の消費
者と日本人との消費行動の違いも調査し、同
じモデルに含めることができるのか、新たな
モデルが必要なのかを検討する。現地に出か
けインタビュー調査することによってこれ
らの違いやそれを表現する分布を確認する
ことになる。 
 不確実な消費行動に対する問題なので、確
率的なモデルを考えるのであるが、不確実な
モデルを等価な確定モデルとして取り扱う
ことであったり、不確実なモデルにおける最
適解や最適値の分布を確認するために特定
の確定的な値として考えることなどをして、
確定的なものとして取り扱うため、確定的な
モデルを考える必要がある。例えば、確率制
約条件計画法では確率的な問題を確定的な
問題に変換して解法を求めるので確定的な
解法が先に必要になる。また、２段階定式化
では、確率的な要素をパラメトリックに確定

的なものとして扱い、最適値の確率分布を考
える。これらを十分検討して確率的なモデル
を導入する。 
 
４．研究成果 
 施設配置問題として競合する３施設の配
置に関する研究を行った。これまでに研究さ
れてきた競合する２施設の最適配置方策を
用いて最初に配置する施設の最適配置問題
に関する最適方策を見出し、競合する３施設
すべての最適配置方策を見出し、国際会議で
発表し Computers & Industrial Engineering 
(SCI Journal の１つ)に投稿し掲載された。
確率的要素を含んだモデルに対しても連携
研究者以外に台湾成功大学都市計画系の葉
教授、夏博士と一緒に検討を行ってきた。ま
た、多様な判断基準を調査するために消費者
の購買行動を調べる研究は本学の柴田、大阪
大学の奥原と行い、学会、シンポジウム等で
発表した。消費税に対する消費者の消費行動
の調査も行った。 
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